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覇
選
時
間
外
、月

１００
時
間
超

道
北
の
公
立
病
院
な
ど
に

勤
務
し
て
い
た
小
児
科
医
の

男
性
＝
当
時
合

し
＝
が
突
然

死
し
た
の
は
、

月
百
時
間
を

起
す
時
間
外
労
働
に
よ
る
過

労
死
だ
と
し
て
、

遺
族
が
旭

川
労
働
基
準
監
督
署
に
労
災

を
申
請
し
て
い
た
問
題
で
、

北
海
道
労
働
局
は
二
十
二
日

ま
で
に
、

労
災
と
認
定
し
、

遺
族
補
償
年
金
の
支
給
を
決

め
た
。

医
師
の
過
労
死
認
定

は
全
国
的
に
も
極
め
て
珍
し

い
。

医
師
不
足
の
原
因
の

一

つ
と
さ
れ
る
勤
務
医
の
過
酷

な
労
働
実
態
の
見
直
し
を
求

め
る
声
が
、

さ
ら
に
強
ま
り

そ
う
だ
。

男
性
医
師
は
二
〇
〇
二
年

四
月
か
ら
〇
三
年
七
月
ま
で

臨
時
職
員
と
し
て
、

〇
三
年

八
月
か
ら
正
職
員
と
し
て
、

公
立
病
院
に
勤
務
。

同
年
十

月
に
富
良
野
市
の
民
間
病
院

に
移

っ
た
が
、

六
日
国
に
自

宅
て
突
然
死
し
た
。

遺
族
や
関
係
者
に
よ
る

と
、

男
性
は
公
立
病
院
で
、

一
市
三
町

（
当
時
）
の
小
児

救
急
を
他
の
医
師
二
人
と
共

に
支
え
て
い
た
。

午
前
九
時

か
ら
午
後
五
時
の
通
常
勤
務

に
加
え
（
泊
ま
り
込
み
の
当

直
が
月
三
十
四
回
あ

っ
た
。

さ
ら
に
救
急
患
者
の
た
め
に

待
機
す
る
当
番
が
月
二
十
ト

二
十
五
日
あ
り
、

多
い
日
で

一
晩
に
五
回
呼
び
出
さ
れ
た

と
い
う
。

月
の
時
間
外
勤
務

は
平
均
百
時
間
を
超
え
、

休

み
は
月
に

一
ど

一日
だ

っ
た
０

小
児
科
の
救
急
外
来
に
は

毎
晩
平
均
五
人
の
患
者
が
あ

り
、

男
性
の
当
時
の
上
司
は

「
患
者
数
に
比
べ
医
師
が
足

り
な
か

っ
た
」
と
打
ち
槻
け

る
。ま

た
、

富
良
野
の
病
院
で

は
わ
ず
か
五
日
間
で
三
十
二

時
間
の
時
間
外
労
働
を
し
て

い
た
。

突
然
死
す
る
前
日
の

夜
も
呼
び
出
し
の
電
話
で
飛

び
起
き
、

病
院
に
向
か

っ
た

と
い
う
。

遺
族
は

「
『
僕
が
死
ん
だ

ら
働
き
す
ぎ
だ
か
ら
』

っ
て

よ
く
冗
談
で
言

っ
て
い
ま
し

た
」
と
振
り
返
る
。

国
は
業
務
と
疾
患
の
因
果

関
係
を
認
め
る
基
準
と
し
て

「
発
症
前
二
十

六
カ
月
間
、

月
八
十
時
間
を
超
え
る
時
間

外
労
働
」
を
挙
げ
て
い
る
が
、

医
師
の
死
亡
前

一
年
間
の
時

間
外
労
働
は
毎
月
百
時
間
を

超
え
て
い
た
。

労
働

局
労

災
補

償
謀

は

「
労
焚
保
険
の
対
象
外
の
公

立
病
院
正
職
員
だ

っ
た

二
カ

月
を
除
く
期
間
で
、

過
重
負

荷
の
労
働
が
あ

っ
た
と
判
断

し
た
」
と
説
明
し
て
い
る
。

第
誓
和瞬
蜂
豹

ま
り
に
過
酷
な
勤
務
で
あ

り
、

（
職
場
管
理
者
が
）
事

前
に
や
め
さ
せ
る
べ
き
だ

っ

た
。

労
災
認
定
は
当
然
」
と

指
摘
。

医
師
が
勤
務
し
て
い

た
公
立
病
院
長
は

「
今
は
取

材
に
応
じ
ら
れ
な
い
」
と
話

し
て
い
る
。
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